
　

1111
月
2121
〜
2525
日
鎌
倉
彫
工

日
鎌
倉
彫
工

芸
館
（
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
）。

芸
館
（
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
）。

　

販
売
を
目
的
と
す
る
製
品

　

販
売
を
目
的
と
す
る
製
品

で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
プ
ロ

で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
プ
ロ

・
ア
マ
問
わ
ず
全
国
の
鎌
倉

・
ア
マ
問
わ
ず
全
国
の
鎌
倉

彫
愛
好
者
か
ら
募
集
す
る
公

彫
愛
好
者
か
ら
募
集
す
る
公

募
展
。

募
展
。

　

自
由
な
発
想
に
基
づ
い
た

　

自
由
な
発
想
に
基
づ
い
た

「
一
般
部
門
」
と
〝
新
し
い

「
一
般
部
門
」
と
〝
新
し
い

年
の
新
し
い
器
〞
を
テ
ー
マ

年
の
新
し
い
器
〞
を
テ
ー
マ

に
し
た
「
テ
ー
マ
部
門
」
の

に
し
た
「
テ
ー
マ
部
門
」
の

２
部
門
の
創
作
大
賞
な
ど
８

２
部
門
の
創
作
大
賞
な
ど
８

賞
の
受
賞
作
品
を
含
め
た
公

賞
の
受
賞
作
品
を
含
め
た
公

募
作
品
を
展
示
。

募
作
品
を
展
示
。

　

伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

　

伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

合
☎
合
☎
2323
・
０
１
５
４

・
０
１
５
４

▼
鎌
倉
同
人
会
講
座「
新
し
い

鎌
倉
同
人
会
講
座「
新
し
い

自
然
保
護
の
形
を
求
め
て
」

自
然
保
護
の
形
を
求
め
て
」

　

1212
月
１
日

月
１
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

中
央
公
園
。
山
崎
・
谷
戸
の

中
央
公
園
。
山
崎
・
谷
戸
の

会
理
事
・
久
保
廣
晃
さ
ん
ら

会
理
事
・
久
保
廣
晃
さ
ん
ら

と
紅
葉
の
谷
戸
を
歩
く
。
５

と
紅
葉
の
谷
戸
を
歩
く
。
５

百
円
。
要
申
込
。
事
務
局
☎

百
円
。
要
申
込
。
事
務
局
☎

6161
・
１
９
３
０

・
１
９
３
０

▼
第
３
０
６
回
中
村
天
風

第
３
０
６
回
中
村
天
風

心
身
統
一
法
鎌
倉
講
習
会

心
身
統
一
法
鎌
倉
講
習
会

　

1111
月
1717
日
1414
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。「
い
つ
も
明
る

工
会
議
所
。「
い
つ
も
明
る

く
朗
ら
か
に
」
。
千
円
。
天

く
朗
ら
か
に
」
。
千
円
。
天

風
会
認
定
鎌
倉
の
会
☎

風
会
認
定
鎌
倉
の
会
☎
4444
・

４
４
６
１

４
４
６
１

▼
鎌
倉
の
自
然
を「
楽
し

鎌
倉
の
自
然
を「
楽
し

む 

学
ぶ
学
ぶ 

守
る
」セ
ミ
ナ
ー

守
る
」セ
ミ
ナ
ー

　

1111
月
1818
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
環
境

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
環
境

教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

山
田
陽
治
さ
ん
の
講
演
、

山
田
陽
治
さ
ん
の
講
演
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
玉
縄
城

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
玉
縄
城

址
の
歴
史
的
自
然
と
生
態

址
の
歴
史
的
自
然
と
生
態

系
」
な
ど
。
５
百
円
、
高
校

系
」
な
ど
。
５
百
円
、
高
校

生
以
下
無
料
。
申
込
は
メ

生
以
下
無
料
。
申
込
は
メ

ー
ル
ー
ルartbank21@

nifty.
artbank21@

nifty.

com
com

。
玉
縄
城
址
ま
ち
づ

。
玉
縄
城
址
ま
ち
づ

く
り
会
議
☎

く
り
会
議
☎
4545
・
７
４
１
１

・
７
４
１
１

▼
ま
ち
の
美
化
推
進
講
演
会

ま
ち
の
美
化
推
進
講
演
会

　

1111
月
2222
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
藤
沢
市

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
藤
沢
市

市
民
活
動
推
進
機
構
・
東
樹

市
民
活
動
推
進
機
構
・
東
樹

康
雅
さ
ん
の
講
演
「
ま
ち
美

康
雅
さ
ん
の
講
演
「
ま
ち
美

化
の
活
動
と
市
民
協
働
」
。

化
の
活
動
と
市
民
協
働
」
。

無
料
。
市
環
境
保
全
課
☎

無
料
。
市
環
境
保
全
課
☎
2323

・
３
０
０
０

・
３
０
０
０

▼
市
民
講
座「
茶
席
の
琳
派

市
民
講
座「
茶
席
の
琳
派

―
光
悦

―
光
悦 

光
琳
光
琳 

乾
山
乾
山 

其
一
」

其
一
」

　

1111
月
2424
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
講
師
は
静
嘉
堂
文

芸
術
館
。
講
師
は
静
嘉
堂
文

庫
美
術
館
・
河
野
元
昭
館

庫
美
術
館
・
河
野
元
昭
館

長
。
長
。
1010
時
半
、
呈
茶
席
。
無

時
半
、
呈
茶
席
。
無

料
。
表
千
家
同
門
会
神
奈
川

料
。
表
千
家
同
門
会
神
奈
川

県
支
部
☎
０
４
５
・
３
２
２

県
支
部
☎
０
４
５
・
３
２
２

・
５
４
５
０

・
５
４
５
０

▼
藤
沢
ま
ち
ゼ
ミ

藤
沢
ま
ち
ゼ
ミ

　

1111
月
１
〜

月
１
〜
3030
日
藤
沢
駅
周

日
藤
沢
駅
周

辺
及
び
辻
堂
の
商
店
街
。

辺
及
び
辻
堂
の
商
店
街
。

「
美
容
・
健
康
」「
つ
く

「
美
容
・
健
康
」「
つ
く

る
」「
ま
な
ぶ
」「
食
べ
る
」

る
」「
ま
な
ぶ
」「
食
べ
る
」

の
分
野
で
店
の
人
が
講
師
と

の
分
野
で
店
の
人
が
講
師
と

　

▽

　

▽
紅
葉
の
広
町
緑
地
、
寄

紅
葉
の
広
町
緑
地
、
寄

波
の
七
里
ガ
浜
を
臨
む

波
の
七
里
ガ
浜
を
臨
む
７
・
７
・

９
1313
・
1414
日
９
時
半
、
湘
南

日
９
時
半
、
湘
南

モ
ノ
レ
ー
ル
大
船
駅
改
札
裏

モ
ノ
レ
ー
ル
大
船
駅
改
札
裏

側
広
場
。
浄
泉
寺
な
ど
。

側
広
場
。
浄
泉
寺
な
ど
。

　

▽

　

▽
親
鸞
ゆ
か
り
の
光
明
寺

親
鸞
ゆ
か
り
の
光
明
寺

と
證
菩
提
寺
の
特
別
拝
観

と
證
菩
提
寺
の
特
別
拝
観
1616

・
2020
・
2222
・
2626
日
９
時
半
、

日
９
時
半
、

大
船
駅
北
改
札
下
笠
間
口
。

大
船
駅
北
改
札
下
笠
間
口
。

春
日
神
社
、
大
誓
寺
な
ど
。

春
日
神
社
、
大
誓
寺
な
ど
。

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
℻  ℻  
で
。
で
。

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎
2424
・
６
・
６

５
４
８

５
４
８
℻  ℻  
2424
・
６
５
２
３

・
６
５
２
３

▼
う
み
の
環
境
調
べ
隊
調
査

う
み
の
環
境
調
べ
隊
調
査

体
験
活
動
―
鎌
倉
の
海
岸
秋
編

体
験
活
動
―
鎌
倉
の
海
岸
秋
編

　

1111
月
1010
日
1313
時
、
材
木
座

時
、
材
木
座

海
岸
。
漂
着
物
の
調
査
・
分

海
岸
。
漂
着
物
の
調
査
・
分

析
・
記
録
、
海
洋
開
発
研
究

析
・
記
録
、
海
洋
開
発
研
究

機
構
・
中
嶋
亮
太
研
究
員
の

機
構
・
中
嶋
亮
太
研
究
員
の

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

話
な
ど
。
無
料
。
鎌
倉
周

話
な
ど
。
無
料
。
鎌
倉
周

辺
在
住
の
小
学
校
高
学
年

辺
在
住
の
小
学
校
高
学
年

〜
中
学
生
と
保
護
者
。申
込

〜
中
学
生
と
保
護
者
。申
込

は
℻  ℻  
2222
・
５
１
４
６
チ
ー
ム

・
５
１
４
６
チ
ー
ム

く
じ
ら
号　

山
田
方

く
じ
ら
号　

山
田
方info@

info@

kujirago.org
kujirago.org

▼
逗
子
市
観
光
協
会
の
催
し

逗
子
市
観
光
協
会
の
催
し

　

▽

　

▽
う
み
・
そ
ら
マ
ル
シ
ェ

う
み
・
そ
ら
マ
ル
シ
ェ

1111
月
1818
日
1111
〜
1515
時
、
逗
子

時
、
逗
子

海
岸
ロ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
。

海
岸
ロ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
。

　

▽

　

▽
逗
子
の
魅
力
を
探
し
て

逗
子
の
魅
力
を
探
し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
1212
月
８
日
９

月
８
日
９

時
、
妙
光
寺
集
合
。
岩
殿

時
、
妙
光
寺
集
合
。
岩
殿

寺
、
ま
ん
だ
ら
堂
な
ど
。
５

寺
、
ま
ん
だ
ら
堂
な
ど
。
５

百
円
。
要
申
込
。
逗
子
市
観

百
円
。
要
申
込
。
逗
子
市
観

光
協
会
☎
０
４
６
・
８
７
３

光
協
会
☎
０
４
６
・
８
７
３

・
１
１
１
１

・
１
１
１
１

▼
松
竹
撮
影
所
の
あ
っ

松
竹
撮
影
所
の
あ
っ

た
ま
ち
め
ぐ
り

た
ま
ち
め
ぐ
り

　

1111
月
1414
日
1111
時
、
大
船
駅

時
、
大
船
駅

笠
間
口
改
札
集
合
。
松
竹
大

笠
間
口
改
札
集
合
。
松
竹
大

船
撮
影
所
の
撮
影
監
督
を
講

船
撮
影
所
の
撮
影
監
督
を
講

師
に
松
竹
ゆ
か
り
の
場
所
を

師
に
松
竹
ゆ
か
り
の
場
所
を

散
策
。
５
百
円
。
要
申
込
。

散
策
。
５
百
円
。
要
申
込
。

大
船
地
域
づ
く
り
会
議
観
光

大
船
地
域
づ
く
り
会
議
観
光

部
会
☎

部
会
☎
2222
・
５
１
４
６

・
５
１
４
６

▼
自
然
観
察
会
―
ド
ン

自
然
観
察
会
―
ド
ン

グ
リ
と
ひ
っ
つ
き
虫

グ
リ
と
ひ
っ
つ
き
虫

　

1111
月
1818
日
1313
時
半
、
浄
明

時
半
、
浄
明

寺
緑
地
内
夕
陽
台
公
園
。
ド

寺
緑
地
内
夕
陽
台
公
園
。
ド

ン
グ
リ
な
ど
秋
の
自
然
を
観

ン
グ
リ
な
ど
秋
の
自
然
を
観

察
。
無
料
。
鎌
倉
市
公
園
協

察
。
無
料
。
鎌
倉
市
公
園
協

会
☎
会
☎
4545
・
２
７
５
０

・
２
７
５
０

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
1111
月
1717
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

▽
山
歩
き

山
歩
き
1818
日
９
時
、
山
ノ

日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎

月
方
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▽

　

▽
て
ら
ハ
ウ
ス

て
ら
ハ
ウ
ス
1111
月
毎
土

月
毎
土

曜
、
大
船
の
千
里
ビ
ル
。
午

曜
、
大
船
の
千
里
ビ
ル
。
午

前
学
び
、
午
後
遊
び
。
千

前
学
び
、
午
後
遊
び
。
千

円
。
▽

円
。
▽
土
と
遊
ぼ
う

土
と
遊
ぼ
う
1111
日
1414

時
、
鎌
倉
市
山
崎
。
河
村
喜

時
、
鎌
倉
市
山
崎
。
河
村
喜

史
さ
ん
宅
で
陶
芸
体
験
。
２

史
さ
ん
宅
で
陶
芸
体
験
。
２

千
円
。
▽

千
円
。
▽
遊
ビ
バ
！

遊
ビ
バ
！
1818
日
1313

〜
1616
時
、
場
所
未
定
。
大
学

時
、
場
所
未
定
。
大
学

生
と
遊
び
。
無
料
。
▽

生
と
遊
び
。
無
料
。
▽
み
ん
み
ん

な
で
朗
読

な
で
朗
読
2525
日
1313
時
、
浄
智

時
、
浄
智

寺
。
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
中
里

寺
。
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
中
里

貴
子
さ
ん
と
朗
読
体
験
。
千

貴
子
さ
ん
と
朗
読
体
験
。
千

円
。
小
中
学
生
と
保
護
者
。

円
。
小
中
学
生
と
保
護
者
。

☎
8484
・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
第
1313
回
歌
壇
さ
き
が

回
歌
壇
さ
き
が

け
源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

け
源
実
朝
公
顕
彰
歌
会

　

1111
月
3030
日
1313
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
松
平
盟

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
松
平
盟

子
さ
ん
の
講
演
「
戦
後
女
性

子
さ
ん
の
講
演
「
戦
後
女
性

歌
人
の
半
世
紀
」
と
歌
会
、

歌
人
の
半
世
紀
」
と
歌
会
、

香
山
静
子
さ
ん
ら
の
講
評
・

香
山
静
子
さ
ん
ら
の
講
評
・

表
彰
。
無
料
。
鎌
倉
歌
壇

表
彰
。
無
料
。
鎌
倉
歌
壇
℻  ℻  

6666
・
３
２
９
７

・
３
２
９
７

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー

タ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー

　

Ａ
バ
ラ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

Ａ
バ
ラ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
1111

月
４
・

月
４
・
1111
日
1313
時
3030
分
。
無

分
。
無

料
。
料
。
Ｂ
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

Ｂ
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

づ
く
り

づ
く
り
1212
月
２
日

月
２
日
1313
時
半
。

時
半
。

２
千
円
。

２
千
円
。
Ｃ
お
正
月
の
和
風

Ｃ
お
正
月
の
和
風

寄
せ
植
え
づ
く
り

寄
せ
植
え
づ
く
り
1212
月
８
日

月
８
日

1010
時
・
時
・
1313
時
半
。
３
千
５
百

時
半
。
３
千
５
百

円
。
円
。
Ｄ
冬
を
彩
る
ハ
ン
ギ
ン

Ｄ
冬
を
彩
る
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
づ
く
り

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
づ
く
り
1212
月

1515
日
1313
時
半
。
３
千
７
百

時
半
。
３
千
７
百

円
。
円
。
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
は
2020
日
、
日
、
Ｄ
は
3030

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

込
。
入
園
料
４
百
円
。
☎

込
。
入
園
料
４
百
円
。
☎
4646

・
２
１
８
８

・
２
１
８
８

▼
第
２
４
２
回
歌
の
サ
ロ
ン

第
２
４
２
回
歌
の
サ
ロ
ン

　

1111
月
2828
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
会
。
千

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
会
。
千

円
。古
川
方
☎

円
。古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
図
書
館
ま
つ
り
「
フ

図
書
館
ま
つ
り
「
フ

ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
☆

ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
☆

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
107107
」

　

▽

　

▽
展
示
「
地
域
発
見
！
」

展
示
「
地
域
発
見
！
」

1111
月
１
〜

月
１
〜
1111
日
鎌
倉
市
内
５

日
鎌
倉
市
内
５

図
書
館
。

図
書
館
。

【
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
】

【
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
】

　

▽

　

▽
展
示
「
召
し
ま
せ
！
図

展
示
「
召
し
ま
せ
！
図

書
館
」

書
館
」
２
・
３
日
。

２
・
３
日
。

　

▽

　

▽
朗
読
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

朗
読
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

午
後
午
後
４
日
４
日
1414
時
。
▽

時
。
▽
別
荘
地

別
荘
地

時
代
研
究
会
成
果
発
表
会

時
代
研
究
会
成
果
発
表
会

「
鎌
倉
の
原
風
景
」

「
鎌
倉
の
原
風
景
」
1010
日
1010

時
。
▽

時
。
▽
か
ま
く
ら
女
性
史
の

か
ま
く
ら
女
性
史
の

会
「
パ
ヴ
ロ
バ
資
料
の
報

会
「
パ
ヴ
ロ
バ
資
料
の
報

告
」
告
」
1010
日
1313
時
。
以
上
要
申

時
。
以
上
要
申

込
。
☎

込
。
☎
2525
・
２
６
１
１

・
２
６
１
１

　

▽

　

▽
「
フ
ラ
ン
ス
っ
て
ど
ん

「
フ
ラ
ン
ス
っ
て
ど
ん

な
く
に
？
」

な
く
に
？
」３
日
３
日
1414
時
、腰
越

時
、腰
越

学
習
セ
ン
タ
ー
。要
申
込
。腰

学
習
セ
ン
タ
ー
。要
申
込
。腰

越
図
書
館
☎

越
図
書
館
☎
3333
・
０
７
１
１

・
０
７
１
１

　

▽

　

▽
1616
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
上
映

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
上
映

会
「
伝
統
の
祭
シ
リ
ー
ズ

会
「
伝
統
の
祭
シ
リ
ー
ズ

２
」
２
」
４
日
４
日
1313
時
半
、
大
船
学

時
半
、
大
船
学

習
セ
ン
タ
ー
。
要
申
込
。
大

習
セ
ン
タ
ー
。
要
申
込
。
大

船
図
書
館
☎

船
図
書
館
☎
4545
・
７
７
１
０

・
７
７
１
０

▼
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
神
奈
川

ル
神
奈
川
inin
ふ
じ
さ
わ

ふ
じ
さ
わ

　

1111
月
４
日

月
４
日
1111
〜
1515
時
半
、

時
半
、

藤
沢
市
民
会
館
。
長
寿
動
物

藤
沢
市
民
会
館
。
長
寿
動
物

表
彰
、
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

表
彰
、
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

示
と
表
彰
、
人
と
猫
の
共
生

示
と
表
彰
、
人
と
猫
の
共
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
公
開
講
座

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
公
開
講
座

「
犬
と
人
と
の
特
別
な
絆
」

「
犬
と
人
と
の
特
別
な
絆
」

な
ど
。
藤
沢
市
生
活
衛
生
課

な
ど
。
藤
沢
市
生
活
衛
生
課

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
5050
・
３
５
９
４

・
３
５
９
４

▼
か
ま
く
ら
里
山
フ
ェ
ス
タ

か
ま
く
ら
里
山
フ
ェ
ス
タ

　

1111
月
2323
日
1010
〜
1313
時
、
御

時
、
御

谷
緑
地
。
草
む
し
り
・
木
登

谷
緑
地
。
草
む
し
り
・
木
登

り
競
争
、
間
伐
材
を
つ
か
っ

り
競
争
、
間
伐
材
を
つ
か
っ

た
鳥
の
巣
箱
作
り
、
ネ
イ
チ

た
鳥
の
巣
箱
作
り
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
。
小
学

ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
。
小
学

生
以
下
。
無
料
。
鎌
倉
風
致

生
以
下
。
無
料
。
鎌
倉
風
致

保
存
会
☎

保
存
会
☎
2323
・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

▼
逗
子
の
市

逗
子
の
市（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。
▽
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
1111
月
2323
日

９
〜
９
〜
1515
時
。
雑
貨
・
衣
類
・

時
。
雑
貨
・
衣
類
・

手
造
り
品
な
ど
約

手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
店
。

▽
骨
董
市

骨
董
市
2424
日
８
〜

日
８
〜
1515
時
。
時
。

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

９
０
・
５
４
４
２

９
０
・
５
４
４
２
３
７
７
８

３
７
７
８

▼
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０

人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
８
１
８

か
ま
く
ら

か
ま
く
ら

　

1212
月
８
日

月
８
日
1313
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
千
葉
商
科
大
学
・
宮

術
館
。
千
葉
商
科
大
学
・
宮

崎
緑
教
授
の
講
演
「
世
界
は

崎
緑
教
授
の
講
演
「
世
界
は

今
―
人
権
を
め
ぐ
る
情
勢
を

今
―
人
権
を
め
ぐ
る
情
勢
を

中
心
に
」
、
中
学
人
権
作
文

中
心
に
」
、
中
学
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
朗

コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
朗

読
、
鎌
倉
交
響
楽
団
弦
楽
合

読
、
鎌
倉
交
響
楽
団
弦
楽
合

奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
。

奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
。

無
料
。
要
申
込
。
市
文
化
人

無
料
。
要
申
込
。
市
文
化
人

権
課
☎

権
課
☎
6161
・
３
８
７
０

・
３
８
７
０

▼
鎌
倉
文
学
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鎌
倉
文
学
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

1111
月
1818
日
ま
で
鎌
倉
文
学

日
ま
で
鎌
倉
文
学

館
。
４
百
円
。
▽

館
。
４
百
円
。
▽
テ
ラ
ス
コ

テ
ラ
ス
コ

ン
サ
ー
ト

ン
サ
ー
ト
３
日
３
日
1313
時
半
。

時
半
。

　

▽

　

▽
子
ど
も
文
学
賞
表
彰
式

子
ど
も
文
学
賞
表
彰
式

４
日
４
日
1313
時
。
全
国
の
小
中
学

時
。
全
国
の
小
中
学

生
か
ら
募
集
し
た
詩
の
入
賞

生
か
ら
募
集
し
た
詩
の
入
賞

と
大
賞
を
表
彰
。
▽
バ
ラ
解

と
大
賞
を
表
彰
。
▽
バ
ラ
解

説
（
1414
日
を
除
く
水
曜
日
）、

日
を
除
く
水
曜
日
）、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ

な
ど
。
☎

な
ど
。
☎
2323
・
３
９
１
１

・
３
９
１
１

▼
第
5252
回
葉
山
町
文
化
祭

回
葉
山
町
文
化
祭

　

1111
月
1818
日
ま
で
葉
山
町
福

日
ま
で
葉
山
町
福

祉
文
化
会
館
、
葉
山
町
庁
舎

祉
文
化
会
館
、
葉
山
町
庁
舎

前
広
場
。
文
化
協
会
参
加
団

前
広
場
。
文
化
協
会
参
加
団

体
の
日
本
舞
踊
な
ど
の
舞
台

体
の
日
本
舞
踊
な
ど
の
舞
台

発
表
と
絵
画
・
書
道
ほ
か
の

発
表
と
絵
画
・
書
道
ほ
か
の

展
示
。俳
句
会
、呈
茶
、
ス
タ

展
示
。俳
句
会
、呈
茶
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
。無
料
。葉
山

ン
プ
ラ
リ
ー
も
。無
料
。葉
山

町
文
化
協
会

町
文
化
協
会 

伊
東
方
☎
０

伊
東
方
☎
０

４
６
・
８
７
５
・
５
０
８
１

４
６
・
８
７
５
・
５
０
８
１

な
り
専
門
的
知
識
や
コ
ツ
を

な
り
専
門
的
知
識
や
コ
ツ
を

教
え
る
。
無
料
。
要
申
込
。

教
え
る
。
無
料
。
要
申
込
。

藤
沢
市
商
店
会
連
合
会
☎
０

藤
沢
市
商
店
会
連
合
会
☎
０

４
６
６
・

４
６
６
・
2323
・
３
５
３
６

・
３
５
３
６

▼
福
祉
機
器
に
触
れ
て

福
祉
機
器
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？

み
ま
せ
ん
か
？ 

　

1111
月
３
・
４
日

月
３
・
４
日
1010
〜
1616

時
、
鎌
倉
市
福
祉
セ
ン
タ

時
、
鎌
倉
市
福
祉
セ
ン
タ

ー
。
か
ま
く
ら
り
ん
ど
う
の

ー
。
か
ま
く
ら
り
ん
ど
う
の

会
3030
周
年
事
業
で
車
い
す
、

周
年
事
業
で
車
い
す
、

歩
行
器
、
入
浴
補
助
用
具
な

歩
行
器
、
入
浴
補
助
用
具
な

ど
介
護
生
活
を
前
向
き
に
す

ど
介
護
生
活
を
前
向
き
に
す

る
福
祉
機
器
の
体
験
。
無

る
福
祉
機
器
の
体
験
。
無

料
。
渡
邉
方
☎
０
９
０
・
８

料
。
渡
邉
方
☎
０
９
０
・
８

８
５
３
・
３
２
７
６

８
５
３
・
３
２
７
６

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

▽

　

▽
晩
秋
の
鎌
倉
巡
り

晩
秋
の
鎌
倉
巡
り
1111
月

４
日
８
時

４
日
８
時
5050
分
、
湘
南
モ
ノ

分
、
湘
南
モ
ノ

レ
ー
ル
大
船
駅
ペ
デ
ス
ト
リ

レ
ー
ル
大
船
駅
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
広
場
。
大
船
発

ア
ン
デ
ッ
キ
広
場
。
大
船
発

・
４
コ
ー
ス
。
５
百
円
。

・
４
コ
ー
ス
。
５
百
円
。

　

▽

　

▽
５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

５
㌔
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー

ク
1313
日
源
氏
山
散
策
。
９
時

日
源
氏
山
散
策
。
９
時

5050
分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台

分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台

広
場
。
▽

広
場
。
▽
1010
㌔
ふ
れ
あ
い
ウ

㌔
ふ
れ
あ
い
ウ

ォ
ー
ク

ォ
ー
ク
2020
日
鎌
倉
ア
ル
プ
ス

日
鎌
倉
ア
ル
プ
ス

を
歩
く
。
９
時

を
歩
く
。
９
時
5050
分
、
鎌
倉

分
、
鎌
倉

駅
西
口
時
計
台
広
場
。

駅
西
口
時
計
台
広
場
。
2727
日

逗
子
発
・
三
ヶ
岡
山
を
目
指

逗
子
発
・
三
ヶ
岡
山
を
目
指

し
て
。
９
時

し
て
。
９
時
5050
分
、
亀
岡
八

分
、
亀
岡
八

幡
宮
。
各
２
百
円
。

幡
宮
。
各
２
百
円
。

　

☎
０
９
０
・
２
６
３
３
・

　

☎
０
９
０
・
２
６
３
３
・

３
７
１
５

３
７
１
５

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
頼
朝
挙
兵
の
「
石
橋
山

頼
朝
挙
兵
の
「
石
橋
山

合
戦
」
跡
を
歩
く

合
戦
」
跡
を
歩
く
1111
月
６
・

月
６
・

８
日
９
時
半
、
Ｊ
Ｒ
早
川
駅

８
日
９
時
半
、
Ｊ
Ｒ
早
川
駅

前
広
場
。
佐
奈
田
霊
社
、
紀

前
広
場
。
佐
奈
田
霊
社
、
紀

伊
神
社
、
早
川
観
音
な
ど
。

伊
神
社
、
早
川
観
音
な
ど
。

　

予
告
編
を
上
映
し
観
客
投

　

予
告
編
を
上
映
し
観
客
投

票
で
入
選
作
品
を
決
め
る
映

票
で
入
選
作
品
を
決
め
る
映

画
祭
。
湘
南
遊
映
坐
主
催
。

画
祭
。
湘
南
遊
映
坐
主
催
。

　

▽

　

▽
モ
バ
イ
ル
竹
シ
ア
タ
ー

モ
バ
イ
ル
竹
シ
ア
タ
ー

1111
月
2323
日
〜
日
〜
1212
月
2222
日
浄
智

日
浄
智

寺
。
東
京
大
学
隈
研
吾
研
究

寺
。
東
京
大
学
隈
研
吾
研
究

室
設
計
シ
ア
タ
ー
を
設
営
。

室
設
計
シ
ア
タ
ー
を
設
営
。

　

▽

　

▽
き
た
か
ま
く
ら
遊
映
坐

き
た
か
ま
く
ら
遊
映
坐

1212
月
２
日
浄
智
寺
。
予
告
篇

月
２
日
浄
智
寺
。
予
告
篇

大
賞
な
ど
の
上
映
・
展
示
、

大
賞
な
ど
の
上
映
・
展
示
、

「
ま
る
で
い
つ
も
の
夜
み
た

「
ま
る
で
い
つ
も
の
夜
み
た

い
に
」
上
映
、
監
督
ト
ー

い
に
」
上
映
、
監
督
ト
ー

ク
、坐
禅
体
験
。▽

ク
、坐
禅
体
験
。▽
え
の
し
ま

え
の
し
ま

遊
映
坐

遊
映
坐
1212
月
９
日
江
の
島
ヨ

月
９
日
江
の
島
ヨ

ッ
ト
ハ
ウ
ス
。
予
告
篇
大
賞

ッ
ト
ハ
ウ
ス
。
予
告
篇
大
賞

な
ど
の
上
映
、交
流
会
ほ
か
。

な
ど
の
上
映
、交
流
会
ほ
か
。

　

▽

　

▽
み
ん
な
の
小
津
会

み
ん
な
の
小
津
会
1212
月

2424
日
建
長
寺
。小
津
映
画「
お

日
建
長
寺
。小
津
映
画「
お

早
よ
う
」上
映
、山
内
静
夫
さ

早
よ
う
」上
映
、山
内
静
夫
さ

ん
×
葉
祥
明
さ
ん
ト
ー
ク
な

ん
×
葉
祥
明
さ
ん
ト
ー
ク
な

ど
。料
金
な
ど
詳
細
問
合
せ

ど
。料
金
な
ど
詳
細
問
合
せ

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
6565
０
１
２
３

０
１
２
３

●
東
北
げ
ん
き
市
場

東
北
げ
ん
き
市
場
1111
月
３
日

月
３
日

９
〜
９
〜
1616
時
（
４
日
〜

時
（
４
日
〜
1515
時
半
）

時
半
）

建
長
寺
。
海
の
里
創
造
基
金
☎

建
長
寺
。
海
の
里
創
造
基
金
☎

０
４
５
・
２
７
７
・
３
７
５
７

０
４
５
・
２
７
７
・
３
７
５
７

●
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流
。

食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流
。
1111

月
６
日
、
麻
心
。

月
６
日
、
麻
心
。
2323
日
、
鎌
倉

日
、
鎌
倉

静
養
館
。

静
養
館
。
2828
日
、
ソ
ン
べ
カ
フ

日
、
ソ
ン
べ
カ
フ

ェ
。
各

ェ
。
各
1616
時
。
大
人
４
百
円
、

時
。
大
人
４
百
円
、

子
ど
も
２
百
円
。
申
込
不
要
。

子
ど
も
２
百
円
。
申
込
不
要
。

渡
邉
方
☎
０
９
０
・
５
１
９
９

渡
邉
方
☎
０
９
０
・
５
１
９
９

・
１
６
５
４

・
１
６
５
４

●
鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

鎌
倉
風
致
保
存
会
の
催
し

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

1111
月
1010
・
1717
日
御
谷
山
林
。
各

日
御
谷
山
林
。
各

９
時
半
。
▽

９
時
半
。
▽
緑
と
歴
史
探
訪
―

緑
と
歴
史
探
訪
―

扇
ガ
谷
か
ら
円
応
寺
を
訪
ね
て

扇
ガ
谷
か
ら
円
応
寺
を
訪
ね
て

1717
日
1313
時
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計

時
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計

台
集
合
。
８
百
円
。
▽

台
集
合
。
８
百
円
。
▽
お
話
サ

お
話
サ

ロ
ン
―
蝶
、
自
然
と
の
共
存
の

ロ
ン
―
蝶
、
自
然
と
の
共
存
の

シ
ン
ボ
ル

シ
ン
ボ
ル
2424
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
百
円
。

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
百
円
。

▽
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室　

1212
月
１
日

月
１
日
1010
時
、
若
宮
大
路
ビ

時
、
若
宮
大
路
ビ

ル
。
千
円
。

ル
。
千
円
。

各
要
申
込
。
☎

各
要
申
込
。
☎
2323
・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

●
鎌
倉
な
な
い
ろ
マ
ル
シ
ェ

鎌
倉
な
な
い
ろ
マ
ル
シ
ェ

1111
月
1111
日
1010
時
半
〜

時
半
〜
1515
時
半
、

時
半
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ス
テ
イ
（
二
階
堂

レ
イ
ン
ボ
ー
ス
テ
イ
（
二
階
堂

４
０
２
）
。
☎

４
０
２
）
。
☎
2525
・
６
９
６
３

・
６
９
６
３

●
扇
湖
山
荘
の
庭
園
公
開

扇
湖
山
荘
の
庭
園
公
開

1111
月
1616
日
1313
〜
1515
時
・
時
・
1717
日
1010

〜
1212
時
と
時
と
1313
〜
1515
時
。
市
都
市

時
。
市
都
市

景
観
課
☎

景
観
課
☎
6161
・
３
４
７
７

・
３
４
７
７

●
被
災
地
の
子
ど
も
支
援
バ
ザ

被
災
地
の
子
ど
も
支
援
バ
ザ

ー　ー　

1111
月
1717
日
1010
〜
1515
時
、
鎌

時
、
鎌

倉
市
大
町
の
清
興
建
設
駐
車

倉
市
大
町
の
清
興
建
設
駐
車

場
。
☎

場
。
☎
2424
・
３
７
０
０

・
３
７
０
０

●
銀
の
鈴
社
の
催
し

銀
の
鈴
社
の
催
し

▽
第
1919
回
鎌
倉
に
咲
く
万
葉
野

回
鎌
倉
に
咲
く
万
葉
野

の
花
の
花 

阿
見
み
ど
り
水
彩
画
展

阿
見
み
ど
り
水
彩
画
展

1111
月
３
日
ま
で
妙
本
寺
。

月
３
日
ま
で
妙
本
寺
。

▽
第
６
回
阿
見
み
ど
り
と
描
く

第
６
回
阿
見
み
ど
り
と
描
く

野
の
花
展

野
の
花
展
1111
月
2323
〜
2626
日
ギ
ャ

日
ギ
ャ

ラ
リ
ー
え
に
し
（
鎌
倉
市
山
ノ

ラ
リ
ー
え
に
し
（
鎌
倉
市
山
ノ

内
１
３
４
７
）
。

内
１
３
４
７
）
。

銀
の
鈴
社
☎

銀
の
鈴
社
☎
6161
・
１
９
３
０

・
１
９
３
０

●
秋
は
哀
し
く
物
想
う
…

秋
は
哀
し
く
物
想
う
…

　

十
一
月
、
山
の
斜
面
を
風

　

十
一
月
、
山
の
斜
面
を
風

が
吹
き
抜
け
る
。
木
々
は
葉

が
吹
き
抜
け
る
。
木
々
は
葉

裏
を
み
せ
、
黄
や
紅
に
ひ
る

裏
を
み
せ
、
黄
や
紅
に
ひ
る

が
え
る
。ま
さ
に
錦
繍
の
秋
。

が
え
る
。ま
さ
に
錦
繍
の
秋
。

　

紅
葉
を
「
も
み
じ
」
と
読

　

紅
葉
を
「
も
み
じ
」
と
読

む
の
は
平
安
期
以
後
、
そ
れ

む
の
は
平
安
期
以
後
、
そ
れ

以
前
は
黄
葉
が
「
も
み
ぢ
」

以
前
は
黄
葉
が
「
も
み
ぢ
」

…
。「
万
葉
集
」
に
は
黄
葉

…
。「
万
葉
集
」
に
は
黄
葉

が
多
く
、「
も
み
だ
す
」
と
い

が
多
く
、「
も
み
だ
す
」
と
い

う
動
詞
も
み
ら
れ
る
。
例
え

う
動
詞
も
み
ら
れ
る
。
例
え

ば
、〝
雁
が
音
の
寒
き

ば
、〝
雁
が
音
の
寒
き
朝あ

さ
あ
さ

明け

の

露
な
ら
し
、
春
日
の
山
を
も

露
な
ら
し
、
春
日
の
山
を
も

み
出
す
も
の
は
〞（
作
者
不

み
出
す
も
の
は
〞（
作
者
不

詳
）「
万
葉
集
」巻
・
八
二
八
一

詳
）「
万
葉
集
」巻
・
八
二
八
一

　

雁
の
声
が
聞
こ
え
る
寒
い

　

雁
の
声
が
聞
こ
え
る
寒
い

朝
、
春
日
の
山
を
色
づ
か
せ

朝
、
春
日
の
山
を
色
づ
か
せ

て
ゆ
く
の
は
朝
の
露
…
。
こ

て
ゆ
く
の
は
朝
の
露
…
。
こ

こ
に
は
朝
、
露
の
冷
た
さ
に

こ
に
は
朝
、
露
の
冷
た
さ
に

草
木
が
身
を
よ
じ
り
色
づ
く

草
木
が
身
を
よ
じ
り
色
づ
く

姿
が
窺
え
る
。

姿
が
窺
え
る
。

　

万
葉
人
が
黄
葉
を
選
び
歌

　

万
葉
人
が
黄
葉
を
選
び
歌

を
残
し
た
の
は
、
理
想
と
仰

を
残
し
た
の
は
、
理
想
と
仰

い
だ
浄
土
の
色
＝
黄
金
色
の

い
だ
浄
土
の
色
＝
黄
金
色
の

輝
き
の
衰
え
を
惜
し
ん
だ
か

輝
き
の
衰
え
を
惜
し
ん
だ
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
「
過
ぎ
・
移
り
・
散

　

ま
た
「
過
ぎ
・
移
り
・
散

る
」
に
掛
か
る
枕
詞
が
「
も

る
」
に
掛
か
る
枕
詞
が
「
も

み
じ
ば
」
で
あ
る
点
に
も
紅

み
じ
ば
」
で
あ
る
点
に
も
紅

葉
の
哀
愁
が
し
の
ば
れ
る
。

葉
の
哀
愁
が
し
の
ば
れ
る
。

　

と
く
に
哀
愁
を
誘
う
の
は

　

と
く
に
哀
愁
を
誘
う
の
は

夕
陽
…
そ
の
夕
陽
は
〝
つ
る

夕
陽
…
そ
の
夕
陽
は
〝
つ
る

べ
落
と
し
〞の
喩
え
通
り
、宵

べ
落
と
し
〞の
喩
え
通
り
、宵

か
ら
闇
が
瞬
時
に
訪
れ
る
。

か
ら
闇
が
瞬
時
に
訪
れ
る
。

束
の
間
の
残
照
に
映
え
る
紅

束
の
間
の
残
照
に
映
え
る
紅

葉
は
〝
夕
陽
木
〞と
さ
れ
た
。

葉
は
〝
夕
陽
木
〞と
さ
れ
た
。

　

日
本
の
庭
園
で
紅
葉
を
西

　

日
本
の
庭
園
で
紅
葉
を
西

方
に
植
え
た
の
は
、
西
が
四

方
に
植
え
た
の
は
、
西
が
四

季
で
い
え
ば
秋
に
あ
た
っ
て

季
で
い
え
ば
秋
に
あ
た
っ
て

い
た
こ
と
を
思
う
と
、
や
は

い
た
こ
と
を
思
う
と
、
や
は

り
紅
葉
は
秋
の
象
徴
…
。

り
紅
葉
は
秋
の
象
徴
…
。

　

見
渡
せ
ば　

花
も
紅
葉
も

　

見
渡
せ
ば　

花
も
紅
葉
も

　

な
か
り
け
り　

浦
の
苫
屋

　

な
か
り
け
り　

浦
の
苫
屋

　

の　

秋
の
夕
暮

　

の　

秋
の
夕
暮

 

藤
原
定
家　

藤
原
定
家　

　鎌倉市中央図書館（☎25・2611）は９月に一般256冊、　鎌倉市中央図書館（☎25・2611）は９月に一般256冊、
児童書44冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。児童書44冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「書物と権力―中世文化の政治学」前田雅之著　　▼「書物と権力―中世文化の政治学」前田雅之著　
（吉川弘文館）〈歴史文化ライブラリー〉▼「ニュースの（吉川弘文館）〈歴史文化ライブラリー〉▼「ニュースの
深き欲望」森達也著（朝日新聞出版）〈朝日新書〉▼「不機深き欲望」森達也著（朝日新聞出版）〈朝日新書〉▼「不機
嫌は罪である」齋藤孝著〈角川新書〉▼「室町将軍の御台嫌は罪である」齋藤孝著〈角川新書〉▼「室町将軍の御台
所―日野康子・重子・富子」田端泰子著（吉川弘文館）〈歴所―日野康子・重子・富子」田端泰子著（吉川弘文館）〈歴
史文化ライブラリー〉▼「湘南リゾート史―保養地の風史文化ライブラリー〉▼「湘南リゾート史―保養地の風
景」島本千也著発行景」島本千也著発行
　▼「知らなきゃよかった―予測不能時代の新・情報　▼「知らなきゃよかった―予測不能時代の新・情報
術」池上彰・佐藤優著〈文春新書〉▼「ヒロシマ・パラドク術」池上彰・佐藤優著〈文春新書〉▼「ヒロシマ・パラドク
ス―戦後日本の反核と人道意識」根本雅也著（勉誠出ス―戦後日本の反核と人道意識」根本雅也著（勉誠出
版）▼「世界最高の子育て―「全米最優秀女子高生」を育版）▼「世界最高の子育て―「全米最優秀女子高生」を育
てた教育法」ボーク重子著（ダイヤモンド社）てた教育法」ボーク重子著（ダイヤモンド社）
　▼「死ねば宇宙の塵芥」曽野綾子・近藤誠著〈宝島社新　▼「死ねば宇宙の塵芥」曽野綾子・近藤誠著〈宝島社新
書〉▼「スタンフォード式疲れない体」山田知生著（サン書〉▼「スタンフォード式疲れない体」山田知生著（サン
マーク出版）▼「人生を豊かにするスマホとの付き合いマーク出版）▼「人生を豊かにするスマホとの付き合い
方―シニアのための、いちばんやさしいスマホの本」石方―シニアのための、いちばんやさしいスマホの本」石
川結貴著（花伝社）▼「クレーの日記」パウル・クレー著川結貴著（花伝社）▼「クレーの日記」パウル・クレー著
（みすず書房）（みすず書房）
　▼「〈レベル選択式〉大人の語彙をあと1000増やす本」　▼「〈レベル選択式〉大人の語彙をあと1000増やす本」
福田尚弘作（アーバン）▼「虚子は戦後俳句をどう読ん福田尚弘作（アーバン）▼「虚子は戦後俳句をどう読ん
だか―埋もれていた「玉藻」研究座談会」筑紫磐井編著だか―埋もれていた「玉藻」研究座談会」筑紫磐井編著
（深夜叢書社）▼「苔に光る鎌倉の石仏」大箭晃義写真・（深夜叢書社）▼「苔に光る鎌倉の石仏」大箭晃義写真・
文（銀の鈴社）〈銀鈴叢書〉▼「椎の若葉に光あれ―葛西文（銀の鈴社）〈銀鈴叢書〉▼「椎の若葉に光あれ―葛西
善蔵の生涯」鎌田慧著〈岩波現代文庫〉善蔵の生涯」鎌田慧著〈岩波現代文庫〉

　11月10日11～15時、北　11月10日11～15時、北
鎌倉の浄智寺。鎌倉の浄智寺。
　捨てられない懐かしい　捨てられない懐かしい
写真、想い出の写真など写真、想い出の写真など
持ち込まれた写真を、住持ち込まれた写真を、住
職が読経し写真を焚き上職が読経し写真を焚き上
げ供養してくれる。げ供養してくれる。
　プリント写真のみ、ア　プリント写真のみ、ア
ルバム・ネガ・額縁等はルバム・ネガ・額縁等は
不可。供養料志納。アル不可。供養料志納。アル
ミ缶回収同時開催。ミ缶回収同時開催。
実行委☎090実行委☎090 98129812 27172717

モバイル竹シモバイル竹シ
アターの模型アターの模型

全
国
公
募
の
作
品
紹
介

全
国
公
募
の
作
品
紹
介

予
告
篇
で
映
画
の
魅
力
を
紹
介

予
告
篇
で
映
画
の
魅
力
を
紹
介

季
節
の
心

季
節
の
心
㉘佐

伯　

仁

佐
伯　

仁

夕
映
え
の
季
節

鎌倉市中央図書館（９月分）鎌倉市中央図書館（９月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

第第
4646
回回  

鎌
倉
彫
創
作
展

鎌
倉
彫
創
作
展

第第
1111
回回  

予
告
編
Ｚ
Ｅ
Ｎ
映
画
祭

予
告
編
Ｚ
Ｅ
Ｎ
映
画
祭

第22回写真供養感謝祭第22回写真供養感謝祭

２０１８年（平成３０年）11 月１日 第476号1部　108円（７）


